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論 文 審 査 結 果 の 要 冒
肝細胞癌のサーベイランスにおける大きな問題点は確固たるバイオマーカーが欠如
′していることである｡最近､癌における糖タンパク質の糖鎖構造変化の中でフコシル化
が注目されている｡本研究では､本邦での肝細胞癌におけるフコシル化-モペキシン
(Fuc･Hpx)の臨床的有用性が検証されたoその結果､血中-モペキシンとFuc･Hpxに
相関性がないこと､血中Fuc･Hpxは肝細胞癌例で高値であること､肝癌における血中
Fue-Hpxの上昇は､アルブミン値低下とPT(%)低下と相関があることがわかった｡
肝癌の外科切除やラジオ波焼灼術による根治治療が得られた例でFucIHpxは低下せず､
肝移植を実施 した症例で治療後に低下したことから､Fuc-Hpxの主な発生顔が癌部そ
のものでなく､非癌部の肝組織である可能性が示唆された｡肝細胞癌の診断能をROC
曲線で評価すると､Fuc･HpxはAFPよりやや劣るがDCPより優れていた｡以上のよ
うに本邦での肝細胞癌において､血清 Fuc･Hpxは有用な診断マーカーであることが示
された｡
よって本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると務める.
